
高
岡
市
長
と
本
学
学
生
と
の
対
話

　
２
月
19
日
、
高
橋
正
樹
高
岡
市
長
に
来
学

い
た
だ
き
、
高
岡
の
ま
ち
づ
く
り
や
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
学
生
達
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
高
岡
市
で
取

組
み
を
行
っ
た
岩
本
ゼ
ミ
と
小
林
一
也
ゼ

ミ
、
地
域
協
働
研
究
会
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
３
団

体
15
名
が
参
加
し
、
高
岡
市
の
未
来
を
市
長

と
語
り
合
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
会
前
半
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
活
動
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。
高
岡
市
の
地
域
課
題
に
つ

い
て
取
り
組
ん
だ
岩
本
ゼ
ミ
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
を
目
指
し
万
葉
線
の
「
お
も

て
な
し
電
車
」を
企
画
し
た
小
林
一
也
ゼ
ミ
、

高
岡
に
限
ら
ず
様
々
な
地
域
活
動
に
取
り
組

む
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、市
長
も
大
変
関
心
を
い
だ
か
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
長
を
囲
ん
で
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。「
若
者
支
援
」「
歩

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
県
立
大
が

高
岡
市
と
取
り
組
め
そ
う
な
こ
と
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
形
式
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
を
替
え
な

が
ら
対
話
す
る
手
法
）
で
活
発
な
対
話
が
な

さ
れ
ま
し
た
。「
万
葉
線
、
バ
ス
の
料
金
を

一
律
化
す
れ
ば
分
か
り
や
す
く
な
り
利
用
者

が
増
え
る
の
で
は
は
な
い
か
」「
全
国
各
地

の
獅
子
舞
を
高
岡
に
招
き
、
観
客
の
投
票
で

順
位
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
は
ど

う
か
」「
年
末
年
始
に
大
規
模
な
花
火
大
会

を
開
催
す
れ
ば
若
者
も
注
目
す
る
の
で
は
な

い
か
」な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
終
わ
り
、
高
橋
市
長
か
ら
「
住
民
が

気
付
い
て
い
な
い
よ
う
な
高
岡
の
魅
力
を
皆

さ
ん
の
目
線
で
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
の
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
で
は
今
後
高

岡
市
と
の
協
働
・
連
携
を
更
に
深
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
月
19
日
、
本
学
に
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム+

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
富
山
地
域
学
研
究
所
長
で
富
山

国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
客
員
教
授
の
浜
松

誠
二
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
統
計
デ
ー

タ
に
見
る
富
山
県
の
地
域
課
題
」
と
い
う
内

容
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
教

職
員
、
自
治
体
等
の
地
域
関
係
者
約
40
名
が

参
加
し
ま
し
た
。「
人
口
減
少
と
居
住
の
見
直

し
」「
高
齢
化
と
介
護
の
選
択
」「
地
球
温
暖

化
抑
制
へ
の
行
動
」
と
い
う
３
部
構
成
で
、

統
計
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
分
析
が
紹
介
さ
れ
、

「
人
口
が
減
る
中
で
、
農
地
を
ど
こ
ま
で
温
存

す
る
か
、
介
護
は
地
域
で
支
え
る
力
が
必
要

だ
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
本
学
で

取
り
組
む
地
域
課
題
を
考
え
る
」
と
題
し
、

講
演
で
提
起
さ
れ
た
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
本
学
が
今
後
地
域
と

協
働
し
て
取
り
組
む
テ
ー
マ
や
ア
イ
デ
ア
を

抽
出
し
ま
し
た
。
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

岩
本
准
教
授
が
フ
ァ
シ
リ
ー
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、
学
生
団
体
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
、
最
後
に
は
本
学
で
の
具
体
的
な
授
業

プ
ラ
ン
を
参
加
者
全
員
が
作
る
と
こ
ろ
ま
で

の
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
自
治
体
の
方
か

ら
も
具
体
的
な
授
業
案
を
出
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、所
属
の
垣
根
を
越
え
た
積
極
的
な
ワ
ー

ク
と
な
り
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
は
、
飲
食
を
と
も

な
う
意
見
交
換
会
も
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場

を
超
え
た
地
域
課
題
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
学
の
今

後
の
事
業
発
展
に
最
大
限
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
域
を
通
じ
て
の
国
際
交
流

中
川
・
中
嶌
・
山
﨑 

教
養
ゼ
ミ 

miryo
ku

　

本
学
の
あ
る
射
水
市
は
人
口
に
対
す
る

外
国
人
の
割
合
が
県
内
第
１
位
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
の
方
々
が
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
内
で
外
国
人
の
日
本
語
教
育

を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ

「
ワ
イ
ワ
イ
に
ほ
ん
ご
・
た
い
こ
う
や
ま
」

の
ご
紹
介
を
受
け
、
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の

マ
テ
ィ
さ
ん
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
ク
リ

セ
ル
ダ
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
こ
と
や
富
山
県
で
の
生
活
の
様
子

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
し
て
い
た
生
物
工
学

科 

松
村
さ
ん
か
ら
留
学
体
験
に
つ
い
て
も

語
っ
て
も
ら
い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
国

際
交
流
や
国
際
理
解
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

小
矢
部
市
に
お
け
る
観
光
客

増
を
目
指
し
た
課
題
把
握
の

試
み　

    

榊
原
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

miryo
ku

　

小
矢
部
市
の
観
光
客
の
増
大
を
促
す
方
策
を

検
討
す
る
た
め
、
小
矢
部
市
と
協
働
し
て
「
道

の
駅
メ
ル
ヘ
ン
お
や
べ
」
と
「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
」
に
て
、
実
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
道
の
駅
及
び
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
内

の
観
光
ブ
ー
ス
前
で
は
、
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
駐
車
中
の
自
動
車
の
登
録
地
域
お
よ

び
車
の
タ
イ
プ
の
調
査
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上

空
か
ら
の
車
の
流
れ
の
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
30
代
以
下
の
女
性
客
が
多
い
」、「
子
ど
も
連

れ
が
少
な
い
」、「
隣
県
岐
阜
県
か
ら
の
車
が
少

な
い
」、「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
来
客
は
道
の
駅
を
ほ

と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
」
等
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
小
矢
部
の
多
様
な
観
光
資
源
の

発
信
方
法
な
ど
を
具
体
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

富
山
の
業
界
に
つ
い
て

考
え
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
論

san
gyo

　

三
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
で
、
学
科
別

に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
方
を
お
招
き
し
て
、

各
業
界
の
特
徴
や
や
り
が
い
、
県
内
で
の

役
割
や
富
山
県
で
働
く
魅
力
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。
講
演
の
後
、
学
生
た
ち
は
グ
ル
ー

プ
で
感
想
や
業
界
で
働
く
際
に
挑
戦
し
て

み
た
い
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
地
域
で

働
く
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
各

グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
は
、「
業
界
の
課
題
や

前
例
の
な
い
こ
と
へ
積
極
的
に
挑
戦
し
、

よ
り
高
み
を
目
指
し
て
み
た
い
」
な
ど
熱

意
を
述
べ
る
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

ー講師ー
機械：ＹＫＫ（株）　目谷慎太郎氏
知能：（株）インテック　市田竜士氏
情報：北陸コンピュータ・サービス（株）　合田郁夫氏
生物：富山県薬業（連）　高田吉弘氏
環境：（株）富山環境整備　佐伯廣行氏

　

コ
マ
大
戦
へ
の
出
場
を
通
じ
て
、
も
の

づ
く
り
技
術
の
修
得
と
企
業
の
技
術
者
と

の
交
流
を
目
的
と
し
て
い
る
本
ゼ
ミ
が「
全

日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
Ｇ
３ 

甲
府
場
所
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
コ
マ
大
戦
と
は
製
造

業
、
高
等
教
育
機
関
が
製
作
し
た
コ
マ
を

持
ち
寄
り
、
一
対
一
で
戦
う
大
会
で
、
本

ゼ
ミ
は
4
月
末
に
富
山
場
所
に
出
場
し
、

惜
し
く
も
本
戦
進
出
を
逃
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
た
な
コ
マ
を
製
作
し
て
臨
む

リ
ベ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
主
体
で

コ
マ
の
製
作
お
よ
び
大
会
の
作
戦
を
検
討

し
た
結
果
、
本
大
会
で
は
２
回
戦
ま
で
を

勝
ち
抜
き
、
３
回
戦
（
準
々
決
勝
）
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
マ
大
戦（
リ
ベ
ン
ジ
編
）

甲
府
場
所

岩
井
専
門
ゼ
ミ

san
gyo

jizoku 持続可能な
社会への対応

anzen 地域の
安全安心

kore
isya

高齢者等
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子
ど
も
た
ち
の
「
科
学
離
れ
」
対
策
の
一
環

と
し
て
、
射
水
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
５
・

６
年
生
の
理
科
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
５

年
生
は
、「
も
の
の
溶
け
方
」
を
、
小
学
６
年

生
は
「
水
溶
液
の
性
質
」
に
つ
い
て
、
実
験
の

面
白
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 　
「
も
の
の
溶
け
方
」
で
は
食
塩
と
塩
化
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
を
水
に
溶
か
し
、
水
の
温
度
や
量
に

よ
る
溶
け
方
の
違
い
か
ら
溶
け
る
仕
組
み
や
規

則
性
を
、「
水
溶
液
の
性
質
」
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
水
溶
液
の
液
性
や
金
属
と
の
反
応
か
ら
水

溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
実
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
思
い
思
い
に
楽

し
く
実
験
し
て
い
ま
し
た
が
先
生
役
の
学
生

は
、
易
し
く
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験
し

た
様
子
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
片
口
小
学

校
、
中
太
閤
山
小
学
校
と
堀
岡
小
学
校
に
て
行

い
ま
し
た
。 射

水
市
内
小
学
校
で
の

理
科
実
験

中
島
研
究
室

kodo
mo

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の

都
市
と
交
通
の
デ
ザ
イ
ン

小
林
（
一
）
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

　

平
成
27
年
12
月
20
日
、
公
共
交
通
活
性
化
と

県
外
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
路
面
電
車
・

万
葉
線
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
て
、
学
生
が
昨

年
度
に
引
き
続
き
「
お
も
て
な
し
電
車
２
」
を

企
画
、
運
行
し
ま
し
た
。
高
岡
市
や
射
水
市
を

訪
れ
る
観
光
客
を
想
定
し
、
電
車
内
で
飲
食
や

会
話
を
楽
し
め
る
非
日
常
の
場
と
し
て
、
市
民

団
体
R
A
C
D
A
高
岡
な
ど
地
元
の
方
々
や
大

学
関
係
者
27
名
に
乗
車
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
「
お
も
て
な
し
」
企
画
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
つ
け
や
衣
装
で
、
沿
線
の
名
物
を
振

舞
い
な
が
ら
、
沿
線
の
名
所
紹
介
、
富
山
に
ち

な
ん
だ
ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
も
の
で
し
た
。
当
日
は
最
高
の
天
気
に
恵

ま
れ
、
沿
線
の
景
色
や
魅
力
も
十
分
に
堪
能
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通
じ
、
課
題
や
今
後
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
・

ア
イ
デ
ア
を
頂
き
ま
し
た
。

jizoku

富
山
県
の
社
会
資
本
整

備
に
つ
い
て
考
え
る
～ 

黒

部
川
総
合
土
砂
管
理
の
取
組
み
～

手
計
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

anzen

　

富
山
県
の
社
会
資
本
整
備
を
考
え
る
た
め
、

黒
部
川
の
総
合
的
な
土
砂
管
理
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
最
初
に
、
国
土
交
通
省
黒
部
河
川
事

務
所
の
藤
田
所
長
よ
り
そ
の
概
要
を
伺
い
、
グ

ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

後
日
、
同
事
務
所
の
ご
協
力
の
下
、
黒
部
川

と
宇
奈
月
ダ
ム
の
現
地
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
宇
奈
月
ダ
ム
の
構
造
や
排
砂
の
仕
組
み
、

黒
部
川
の
治
山
治
水
構
造
物
、
海
岸
領
域
で
の

侵
食
対
策
等
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

通
常
で
は
な
か
な
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
各
所
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
最
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
び
で
得
ら
れ

た
こ
と
や
今
後
の
富
山
県
の
社
会
資
本
整
備
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
生
が
意
見
を
ま
と

め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
所
の
方
々
の

前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
日
常
生
活
動
作
の
理
解
と

そ
れ
を
支
援
す
る
機
器
開
発
検
討
を

通
し
た
高
齢
者
福
祉
学
習
の
実
践

鳥
山
・
高
木
・
唐
山
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

kore
isya

　

高
齢
者
の
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
考
え
る
た

め
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
を
テ
ー
マ
に
、
富
山
福

祉
短
期
大
学
社
会
福
祉
学
科
の
宮
嶋
研
究
室
の
学

生
と
合
同
で
学
修
し
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
前
半
で
は
、
転
倒
予
防
に
向
け
た
方
法
や

装
置
に
つ
い
て
両
大
学
ゼ
ミ
間
で
対
話
・
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
異
分
野
の
ア
イ
デ
ア
が
交
換
・
共

有
で
き
、
互
い
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
に
、
メ
ー
カ
ー
（
菊
池
製
作
所
）
と
開

発
中
の
歩
行
器
に
セ
ン
サ
を
取
り
付
け
、
近
隣
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
大
江
苑
」
の
方
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
て

実
際
の
買
い
物
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
歩
行
器

利
用
時
の
安
全
性
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
使
い

心
地
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

Explanation miryo
ku

地域の
魅力向上

san
gyo

地域の
産業発展

kodo
mo

子どもの
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「高大連携」の試み
日程：平成 27 年 5 月～ 10 月
場所：各学科の研究室
教員：中島範行（生物）、平原達也（知能）、岩本健嗣（情報）、榊原一紀（情報）、　　
　　   鳥山朋二（情報）、浦島智（情報）、中村正樹（情報） 
　27 年 5 月から 10 月まで、地域の高校生に「工学」や「大学」
により親しみを持ってもらおうと小杉高校の生徒 18 名を本学の研
究室に「研究補助員」として受け入れました。放課後、各研究室に
通いそれぞれのテーマで研究しました。10 月 27 日には、その成果を小杉高校で在校生や先生
方の前で発表しました。発表に際しては、各研究室の先生や学生の指導を受けながら、準備か
ら発表まで全て高校生自身で行い、大学生さながらのプレゼンテーションを見せてくれました。
＜実施したテーマ＞
●ガラスビンが出す音を捕まえよ
●スマートフォンもしくはセンサを用いたアプリ、サービス作成グループワーク
●街全体のコンピュータ・シミュレーションで未来の交通網のカタチを探る
●加速度・角速度センサを使った行動識別
●ひまわり大作戦：ひまわりの栽培、ひまわり BDF の製造

その他の平成 27 年度後期地域協働授業

おもしろ数学教室 石森勇次 教授
公民館での理科教室の実践 藤井　正 准教授
継続可能な「プラネタリウム工作教室」の検討 松本公久 講師
地域の安心安全な食について 平野嘉孝 准教授
小矢部市の中山間地域における廃校を利用した大気環境観測 - 越境大気汚染や火山性
物質の動態および安全・安心のための情報提供 渡辺幸一 教授

富山市フィールドミュージアム形成事業・環境教育プログラムの取り組み 立花潤三 講師
中山間地域の過疎・高齢化の問題を考える 星川圭介 講師
新農薬ネオニコチノイドについて考える 古澤之裕 講師
射水市における避難施設の地理的位置の評価及び最適配置の検討 小林　香 講師
旧富山大橋のコンクリートと鋼材の試験分析を通した記録・記憶の保存 伊藤　始 教授

視覚障害児生徒への科学イベント（科学へジャンプ・イン・北陸 2015） 高木　昇 教授 /
高野博史 准教授

近代化遺産―立野原監的壕の研究 原口志津子 教授
動物園の社会的役割（富山市ファミリーパークに学ぶ） 岡本　啓 准教授
地域小学生のための英語教室 - グローバル人材育成につながる英語教育支援 - 山﨑大介 准教授
科学技術の先駆者に学ぶ（実業家　大谷氏について） 濱　貴子 講師
地域ラジオ局（エフエムいみず）との音楽番組制作 井戸啓介 講師
文化財による地域振興の研究 - 近代化遺産・富岩運河水閘施設（中島閘門）を例とし
て -

原口志津子 教授 /
小林一也 准教授

地方における若年層未定着の原因分析と ICT を利用した解決法に関する探索的研究 鳥山朋二 教授 / 高木　昇 
教授 / 唐山英明 准教授

あいの風とやま鉄道「高岡駅」から学ぶ（卒業研究の課題抽出） 西田泰伸 准教授
富山の薬の歴史と現代の産業上の課題に対する探求（広貫堂を訪ねて） 川端繁樹 准教授

地域産業見学で得た知識を的確に伝達できる能力を習得する 堀川教世 准教授 /
宮島敏郎 講師

プラスティック加工に必要な技術としてナノテククラスターの地域連携研究について学ぶ 竹井　敏 准教授

地
域
の
魅
力
向
上

地
域
の

産
業
発
展

子
ど
も
の

教
育
支
援

持
続
可
能
な

社
会
へ
の
対
応

地
域
の

安
全
安
心

高
齢
者
等

へ
の
支
援
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(5) 富山県立大学　ＣＯＣニュース　第 5 号

　平成28年3月24日、本学のＣＯＣ事業にご協力いただいている公的機関や企業、団体の方々をお招きして、
平成27年度の外部評価会を行いました。本会は本学ＣＯＣ事業の適切性や目標の達成状況などの進捗状況を、
外部の方から評価していただく目的で年に 1 度実施しており、今回で 2 回目となります。今回も様々なご意
見ご提案をいただきました。今後の事業展開へ活かしていきたいと思います。
●日時：平成 28 年 3 月 24 日（木）15:00 ～ 16:30
●場所：本学　本部棟 7 階会議室
●出席者：

●次第
　1. 挨拶（学長）
　2. 富山県立大学ＣＯＣ事業の概要
　 (1)事業概要とこれまでの取り組み等について
　  (2)ＣＯＣＯＳ（学生による地域協働研究会）の
　　　活動について
　3. 取り組み等に対する意見交換
●主な意見
 ・学生評価のみならず、各取り組みにおける地域
　課題解決の達成度も知りたい。
 ・他県等の COC に比べ、あまり目立っていない
　のでアピールが必要。
 ・本事業によって、地域社会や地元企業のことを
　より知っていくことが若者の定着率にもつなが
　ると思われる。
 ・企業は人事採用において「コミュニケーション
　力」を最重視している。学生成長度評価でコミュ
　ニケーション力に主眼がおかれていることは大変
　好ましい。

学長　　　　　石塚　勝
副学長・工学部長  松本三千人
学生部長　　   中村清実
地域連携センター所長  前田幸男
キャリアセンター所長  中島範行
ＣＯＣ統括コーディネーター　奥田　實

CＯＣコーディネーター　堺　勇人
ＣＯＣＯＳ副代表　中橋莉奈
教務課　課長　海下雅人
　　　　主幹　中谷理理子
　　　　係長　上田明美
　　　　主事　長井由香

射水市市長政策室政策推進課 課長

( 公社）射水青年会議所 まちづくり委員会委員長

Code for Nanto 代表代理

（株）スギノマシン 総務・人事グループ長

（ＮＰＯ）高岡ディスカバー協議会 理事長

富山県知事政策局 課長

【大学側】

一松教進
中村長治
倉谷龍孝
清水宏記
水越益夫
荻布佳子

　1 月 28 日、29 日の 2 日間、本学大講義室にて平成 27 年度後期の COC 成果発表会を行いました。本
学学生や教職員、地域関係者の方々延べ 300 名が参加しました。司会・運営の COCOS が、今回 Twitter
を導入し、リアルタイムで発表へのツイートを受付け、新たな発表会を試みることができました。

①「近代化遺産・富岩運河について」　教養ゼミⅡ（原口志津子 教授）
②「コマ大戦を通じたモノづくり技術の習得（リベンジ編）」
　　専門ゼミ（岩井 学 准教授）
③「コストを最小化した城端線・氷見線の直通化」　卒業研究ゼミ（西田泰伸 准教授）
④ 学生団体の活動報告（地域協働研究会 COCOS）
⑤「旧富山大橋のコンクリートと鋼材の試験分析を通した記録・記憶の
　　保存」　専門ゼミ（伊藤 始 准教授）
⑥ 「小矢部市の中山間部における大気環境観測Ⅱ」　専門ゼミ（渡辺幸一 教授）

①「動物園の社会的役割を学ぶ」　トピックゼミⅡ（岡本 啓 准教授）
②「地域の社会的リーダーの足跡と社会的形成について学ぶ～小矢部市大谷博物館の見学を通じて～」　トピックゼミⅡ（濱 貴子 講師）
③「新農薬ネオニコチノイドについて考える」　トピックゼミⅡ（古澤之裕 講師）
④「万葉線『おもてなし電車２』の企画と運行」　トピックゼミⅡ（小林一也 准教授）
⑤「理科教室の企画と公民館での実施」　トピックゼミⅡ（藤井 正 准教授）
⑥「プラネタリウム工作教室の実施」　トピックゼミⅡ・天文部（松本公久 講師）
⑦「大学間連携による新型歩行器の評価」　トピックゼミⅡ
　　（鳥山朋二 教授、唐山英明 准教授、高木 昇 教授、富山福祉短期大学 社会福祉学科 宮嶋 潔 准教授）
⑧学生団体の活動報告　（地域協働研究会 COCOS）
⑨学生サークルの活動報告　（水土里保全研究会）
⑩「小矢部市における観光客増を目指した課題把握の取り組み」　トピックゼミⅡ（榊原一紀 准教授）
⑪「富山市フィールドミュジアム形成事業 ・環境教育プログラムの取り組み」 　トピックゼミⅡ（立花潤三 講師）

【第 2 日】

【第 1 日】



　

射
水
市
は
合
併
10
周
年
を
昨
年

迎
え
ま
し
た
が
、
旧
市
町
村
間
の

壁
は
ま
だ
ま
だ
厚
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
射
水
青
年
会
議

所
が
主
体
と
な
っ
て
、
射
水
を
一

つ
に
し
た
い
と
い
う
思
い
の
達
成

の
た
め
、
射
水
市
大
島
中
央
公
園

で
、「
い
み
ず
祭
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

C
O
C
O
S
は
主
催
で
あ
る
射

水
青
年
会
議
所
か
ら
「
イ
ベ
ン
ト

の
一
部
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と

い
う
お
誘
い
を
受
け
、
企
画
を
一

か
ら
考
え
、
１
万
枚
の
写
真
で
作

る
フ
ォ
ト
・
モ
ザ
イ
ク
（
複
数
の

写
真
を
使
っ
て
、
ひ
と
つ
の
モ
ザ

イ
ク
ア
ー
ト
を
作
る
も
の
）
を
企

画
・
実
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
学

生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
射
水
市
各
町
村
を

撮
っ
た
写
真
１
万
枚
を
使
用
し
、

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
成
す
る
こ

と
に
、
射
水
市
を
一
つ
に
す
る
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
。
こ

の
１
万
枚
の
写
真
を
集
め
る
た
め

に
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
が
射
水
市
各
町

村
を
巡
っ
て
撮
影
し
て
き
た
り
、

有
志
の
方
に
写
真
を
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。

　

い
み
ず
祭
り
当
日
は
生
憎
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
い
み
ず
祭
り
参

加
者
に
こ
ち
ら
で
用
意
し
た
写
真

を
貼
っ
て
も
ら
い
、
縦
４
ｍ
×
横

７
ｍ
の
巨
大
な
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク

を
作
成
し
ま
し
た
。
公
開
し
た
際

に
は
大
き
な
歓
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
い
み
ず
祭
り
の
ラ
ス
ト

に
み
ん
な
で
踊
る
「
の
じ
た
総
踊

り
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
の
じ

た
総
踊
り
を
覚
え
る
た
め
の
練
習

会
に
参
加
し
な
が
ら
の
フ
ォ
ト
モ

ザ
イ
ク
作
り
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
そ

の
分
達
成
感
も
大
き
い
も
の
で
し

た
。

　

平
成
28
年
は
２
回
目
の
い
み
ず

祭
り
開
催
も
決
定
し
て
お
り
、
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
も
ま
た
そ
れ
に
向
け
て

尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
み
ず
祭
り

　

北
陸
カ
レ
ッ
ジ
は
、
北
陸
の
観

光
地
で
西
日
本
の
大
学
生
が
地
元

の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
、
様
々

な
体
験
学
習
を
行
い
、
北
陸
の
魅

力
を
発
見
お
よ
び
情
報
発
信
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
富
山
編
で

は
参
加
者
が
富
山
県
の
魅
力
を
発

掘
、
情
報
発
信
す
る
中
で
地
元
大

学
生
に
よ
る
運
営
・
サ
ポ
ー
ト
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

は
富
山
県
庁
か
ら
お
話
を
い
た
だ

き
、
北
陸
カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
に
携

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
県
庁
か
ら
出
た
企
画
に

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
大
学
生
同

士
の
交
流
を
増
や
し
、
参
加
大
学

生
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
地
の
実
習
時
に
は
ア

テ
ン
ド
と
し
て
参
加
大
学
生
の
案

内
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
事

前
に
体
験
実
習
行
程
案
の
検
討
や

現
地
の
下
見
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

参
加
大
学
生
と
２
泊
３
日
の
体
験

実
習
を
行
い
、
実
習
後
は
参
加
大

学
生
が
旅
行
プ
ラ
ン
を
企
画
・
提

案
を
行
う
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
情
報
収
集
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

い
ま
し
た
。

北
陸
カ
レ
ッ
ジ

他大学の学生と交流

富山県立大学　ＣＯＣニュース　第 5 号 (6)
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３
月
１
日
、
岐
阜
で
行
わ
れ

た
、
中
部
地
区
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
採
択

校
「
学
生
交
流
会
」
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
学
生

同
士
が
他
大
学
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
・
ゼ
ミ
の
人
と

の
交
流
を
通
じ
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自

大
学
で
の
活
動
の
発
展
や
、
学
生

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
以
外
で
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｃ
事
業
を
行
っ
て
い
る
10
大
学
の

代
表
団
体
・
ゼ
ミ
が
参
加
し
ま
し

た
。
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

や
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
、
ま

た
は
地
域
の
問
題
に
沿
っ
た
活
動

を
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
意
見

や
発
表
も
様
々
あ
り
ま
し
た
。

中
部
地
区
C
O
C
事
業
採
択
校

「
学
生
交
流
会
」

Column【岐阜～滋賀のプチ旅行記】

　
３
月
１
日
と
２
日
に
か
け
て

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
岐
阜
県
と
滋
賀

県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
初
日
は
岐
阜
で
あ
っ
た
「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
学
生
交
流
会
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
内
容
は
中
部
地

区
の
複
数
の
大
学
が
自
分
た
ち

の
学
校
で
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｃ

活
動
を
プ
レ
ゼ
ン
と
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
交
流
を

深
め
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

 

そ
こ
で
僕
ら
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
も

行
っ
て
き
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
活
動
の
発

表
を
し
て
き
ま
し
た
。
ス
ー
ツ

で
来
て
い
る
学
生
が
多
い
中
、

緑
色
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
パ
ー

カ
ー
で
参
加
し
て
い
る
光
景
は

良
い
意
味
で
目
立
っ
て
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
を

聞
い
て
い
る
と
、
１
年
生
や
２

年
生
だ
け
で
発
表
を
し
に
来
て

い
る
と
い
う
学
校
が
多
数
い
た

り
、
そ
の
子
ら
が
学
生
団
体
に

所
属
し
て
い
て
授
業
で
は
な
く

独
自
の
活
動
を
し
て
い
た
り
、

富
山
県
立
大
学
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

に
関
し
て
は
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
、
学
年
が
若
い
う
ち
か
ら

こ
う
い
っ
た
活
動
に
触
れ
て
発

表
に
行
く
と
い
っ
た
機
会
が
少

な
い
の
で
す
ご
く
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は

滋
賀
県
立
大

学
に
行
っ
て

学
生
団
体
の

「
と
よ
さ
と
改

蔵
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
さ
ん
と

「
政
所
茶
レ
ン

茶
ー
（
ま
ん
ど

こ
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）」
さ
ん

と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

　「
と
よ
さ
と
改
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
さ
ん
は
一
か
ら
自
分
た
ち

の
手
で
古
民
家
を
改
装
し
て
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
団
体
で
、

「
政
所
茶
レ
ン
茶
ー
」
さ
ん
は
お

茶
を
一
か
ら
育
て
て
お
茶
作
り

か
ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
で
す
。
ど
ち
ら
の

団
体
も
自
分
た
ち
の
活
動
を
地

域
に
生
か
す
こ
と
を
と
て
も
よ

く
考
え
ら
れ
て
い
て
僕
ら
の
活

動
に
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
是
非
来
年
も
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
他
の
大
学
と
の
交

流
に
行
き
た
い
で
す
。

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー 

大
巻
）

゛

゛
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お知らせ ～ information～

富山県立大学COC全国シンポジウム開催予定 !
■日時：平成 28 年９月 26 日（月） 13:00 ～ 17:30
■場所：富山国際会議場 2 階　多目的会議室
■内容：

【第１部】シンポジウム
　１．基調講演：「大学における地域連携・実践型教育の展開
　　　　　　～北九州地域活性化の担い手としての学生発見～」
　　　講師　北九州市立大学　地域創生学群長　眞鍋和博　教授
　２．学生の事例発表

【第２部】分科会
※詳細は、後日ホームページ等でご案内いたします。

「アクティブラーニング協働スペース」
学内の

皆さまへ

　最近、トピックゼミや教養ゼミ（地域協働授業）でグループワ
ークをしている学生の自主的な利用が増えてきました！　地域協
働授業を受けている学生の皆さん、空き時間を利用してどんどん
活用して下さいね！
■図書を大幅に増やしました！ COCOS のメンバーが POP（内容
を簡潔に書いたカード）をつくって学内に随時紹介します。貸し
出しもできますので、ぜひご気軽にご利用ください。
■地上波対応　大型テレビ（60 型・据置型）を導入しました！
プロジェクター不要の気軽な映像利用が可能となりました。テレ
ビ会議も可能です。どうぞご活用ください！

（場所：環境工学科棟 3F I-333 室　地域協働支援室）

H28年度前期の成果発表会を行います！
　今年度も様々な取り組みを各ゼミにて行っております。その成
果発表会を 7 月に実施いたします。外部の方も参加自由ですので
、ぜひご参加下さい。
■日時：
　【第 1 日】7 月 28 日（木）13:10 ～ 14:40
　　　　　　　教養ゼミⅠ / 専門ゼミ / プレゼンテーション演習
　【第 2 日】7 月 29 日（金）14:50 ～ 16:20
　　　　　　　トピックゼミⅠ
■場所：富山県立大学　大講義室
※詳細は、後日ホームページ等でご案内いたします。
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